
日
本
国
語
教
育
学
会 

高
等
学
校
部
会 

第
八
五
回 

研
究
会
の
ご
案
内 

 
 
 

 
日
時 

 

令
和
六
年
六
月
一
日
（
土
）
午
後
二
時
三
〇
分
～
五
時
三
〇
分 

 

会
場 

 

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
〔
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
開
催
〕 

参
加
方
法 

① 
 

参
加
さ
れ
る
方
は
、
五
月
二
五
日
（
土
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

② 
 

参
加
登
録
は
本
案
内
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、
も
し
く
は
「
日
本
国
語
教
育
学
会
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内
「
高
等
学
校
部
会
」→

「
参
加
申
し
込
み
」
の
リ
ン
ク
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

③ 
 

五
月
二
七
日
（
月
）
に
参
加
申
込
時
の
登
録
ア
ド
レ
ス
に
研
究
会
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
等
を
送
信
し
ま
す
。

発
表
資
料
を
添
付
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
極
力
Ｐ
Ｃ
用
の
ア
ド
レ
ス
を
ご
登
録
く
だ
さ
い
。 

④ 
 

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
て
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
使
用
で
き
る
通
信
環
境
や
ア
プ
リ
な

ど
を
整
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

研
究
主
題 

 
 
 

高
等
学
校
国
語
教
育
と
非
認
知
能
力
を
め
ぐ
っ
て 

司
会 

 
 
 
 
 

國
學
院
大
學 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

高
山 

実
佐 

開
会
挨
拶 

 
 
 

東
京
学
芸
大
学
附
属
高
等
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
指 

紀
彦 

第
一
部 

 
 
 
 

高
等
学
校
「
文
学
国
語
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力 

研
究
発
表 

 
 
 

複
数
作
品
か
ら
読
み
の
視
点
を
発
見
し
て
「
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
」
を
編
む 

文
学
国
語
の
単
元
学
習
（
仮
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
京
都
立
大
泉
高
等
学
校 
玉
腰 

朱
里 

指
定
討
論
・
講
評 

筑
波
大
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

長
田 

友
紀 

第
二
部 

 
 
 
 

高
校
国
語
教
育
と
性
の
多
様
性 

講
演 

 
 
 
 
 

ジ
ェ
ン
ダ
ー
お
よ
び
性
の
多
様
性
か
ら
考
え
る
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
（
仮
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

四
天
王
寺
大
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
田 

麻
詠 

展
望
・
閉
会
挨
拶 

早
稲
田
大
学
・
昭
和
女
子
大
学 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

浅
田 

孝
紀 

記
録 

 
 
 
 
 

都
立
小
石
川
中
等
教
育
学
校 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
川 

一
美 

◇ 

会
員
以
外
の
方
で
も
ご
自
由
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。 

◇ 

今
回
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
す
の
で
、
事
前
に
参
加
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
の
み
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。 

◇ 

開
催
要
領
が
変
更
と
な
る
は
、
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

連
絡
先 

 
 
 

高
等
学
校
部
会
長 

浅
田 

孝
紀
（takaki@mtc.biglobe.ne.jp

） 

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
申
し
込
み
の
関
係
で
の
お
問
い
合
わ
せ
先
： 

武
蔵
野
大
学
・
初
谷
和
行
（k_hatsu@musashino-u.ac.jp

） 

mailto:takaki@mtc.biglobe.ne.jp

